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第
１
回
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
を
開
催

　

当
所
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
は
、７
月
７
日

に
今
年
度
１
回
目
の
研
究
会（
ジ
ェ
ト
ロ
新
潟

共
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
27
名
。

　

研
究
会
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
で
は
、

新
潟
大
学
経
済
学
部
の
岸
保
行
准
教
授
か
ら

「
イ
ン
ド
シ
ナ
４
カ
国
の
経
済
事
情
と
日
本

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
～
カ
ン
ボ
ジ
ア

を
中
心
に
～
」に
つ
い
て
、ま
た
、㈱
国
際
協

力
銀
行
の
阿
由
葉
真
司
氏
か
ら「
わ
が
国
製

造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開
に
関
す
る
調
査

報
告
」に
つ
い
て
、さ
ら
に
ジ
ェ
ト
ロ
新
潟
か

ら
最
新
施
策
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、当
会
座
長
の
木
村
誠
氏（
新

潟
県
輸
出
入
促
進
担
当
参
与
）か
ら「
英
国
Ｅ

Ｕ
離
脱
の
日
本
企
業
へ
の
影
響
」に
関
す
る

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の

企
業
進
出
状
況
を
視
察
研
修

～
工
業
部
会
～

　

工
業
部
会
（
渋
井
信
之
部
会
長
）
は
、
７

月
９
日
か
ら
12
日
、
参
加
者
11
名
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
視
察
研
修
を
実
施
し
、

「SIN
GA

PO
RE K

O
BE PT

E.LT
D

.

」
と

「
ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
」
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
商
業
・
金
融
の
中
心
地
で
あ
る
と
と
も
に
、

工
業
立
国
で
も
あ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
25
％
は
製

造
業
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

SIN
GA

PO
RE K

O
BE PT

E.LT
D

.

は

㈱
神
戸
製
鋼
所
の
非
鉄
金
属
部
門
を
担
っ
て

お
り
、
主
に
半
導
体
に
用
い
ら
れ
る
銅
製
の

リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
を
生
産
し
、
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。
視
察
で

は
、
銅
版
を
金
型
で
プ
レ
ス
す
る
工
程
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
で
は
、

日
系
企
業
の
進
出
動
向
に
つ
い
て
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
他
に
比
べ
て
、

税
制
・
災
害
・
治
安
・
金
融
・
人
材
な
ど
の

面
で
優
位
性
が
高
く
、
日
系
企
業
は
推
定
で

２
５
０
０
社
以
上
が
進
出
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
は
企
業
進
出
支
援
や
Ｍ
＆

Ａ
を
見
据
え
た
日
本
の
法
律
事
務
所
の
開
設

が
相
次
い
で
お
り
、
今
後
も
日
本
企
業
の
進

出
は
多
く
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

SINGAPORE KOBE PTE.LTD.にて

発
展
著
し
い
北
東
ア
ジ
ア
経
済
の

現
状
に
つ
い
て
講
演

～
金
融
業
部
会
～ERINA中村氏による講演

　

金
融
業
部
会
（
並
木
富
士
雄
部
会
長
）
は

７
月
１
日
、参
加
者
25
名
で
部
会
を
開
催
し
、

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、環
日
本
海
経
済
研
究
所

（
E
R
I
N
A
）企
画
・
広
報
部
長
の
中
村
俊

彦
氏
を
講
師
に
、「
北
東
ア
ジ
ア
経
済
の
現

況
と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」と
題
し
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

中
村
氏
は
、
北
東
ア
ジ
ア
輸
送
回
廊
の
動

向
や
ロ
シ
ア
東
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
利

用
の
現
状
等
の
説
明
を
行
い
、
イ
ン
フ
ラ
開

発
は
多
額
の
資
金
調
達
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
今
後
は
資
金
拠
出
国
と
受
益
国
と
の
協

力
体
制
の
強
化
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。
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会議所の き動
「
建
設
業
の
人
材
確
保
と
人
材
育
成
」

建
設
・
不
動
産
業
部
会
講
演
会
を
開
催人材確保について学ぶ参加者

　

７
月
19
日
、建
設
・
不
動
産
業
部
会（
本
間

達
郎
部
会
長
）は
、
ア
サ
ン
テ
経
営
労
務
研

究
所
の
手
島
伸
夫
氏
を
講
師
に
招
き
、「
建

設
業
の
人
材
確
保
と
人
材
育
成
～
自
社
の
未

来
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
に
向
け
て
～
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
参

加
者
32
名
）

　

手
島
氏
は
、
若
年
労
働
者
の
確
保
に
苦
労

す
る
建
設
業
に
お
い
て
は
、
目
標
に
よ
る
管

理
な
ど
、
現
代
型
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
管
理
者
）

の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
、「
心
が
動
か
す
手

足
を
持
つ
」人
間
を
相
手
に
す
る
た
め
、
衛

生
要
因
か
ら
動
機
づ
け
要
因
ま
で
、
人
間
の

段
階
的
欲
求
を
順
次
満
た
す
こ
と
が
職
務
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
繋
が
る
と
解
説
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
は
褒
め
ら
れ
て
こ
そ
成
長
し
、

叱
る
こ
と
で
軌
道
修
正
で
き
る
た
め
、
船
で

言
う
エ
ン
ジ
ン（
褒
め
る
）と
舵（
叱
る
）を
適

切
に
操
る
こ
と
が
、
人
財
育
成
に
は
欠
か
せ

な
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」を
研
究

～
観
光
業
部
会
～

　

観
光
業
部
会
は
、
７
月
28
日
に
部
会
を
開

催
し
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
部
会
長
と
副
部

会
長
１
名
の
選
任
を
行
い
、
新
部
会
長
に
新

潟
交
通
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
星
野
佳
人
氏

を
、
新
副
部
会
長
に
㈱
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新

潟
代
表
取
締
役
社
長
総
支
配
人
の
後
藤
克
洋

氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
観
光
庁
観
光
戦
略
課
課
長
補
佐

の
齋
藤
喬
氏
か
ら
、
同
庁
が
今
年
３
月
に
と

り
ま
と
め
た
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

齋
藤
氏
は
、
日
本
が
観
光
先
進
国
と
な
る

た
め
に
必
要
な
視
点
と
し
て
、
①
観
光
資
源

の
魅
力
向
上
②
観
光
産
業
の
革
新
③
旅
行
者

に
ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
づ
く
り
の
３
つ
を

掲
げ
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て

国
内
外
の
事
例
を
交
え
て
解
説
し
ま
し
た
。観光ビジョンについて説明する齋藤氏

新
潟
駅
周
辺
整
備
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

～
輸
送
業
部
会
～

　

輸
送
業
部
会（
髙
橋
浩
部
会
長
）は
、６
月
28

日
に
部
会
を
開
催
し
、新
潟
駅
周
辺
整
備
事
務

所
長
の
池
田
肇
氏
か
ら
、新
潟
駅
の
高
架
化
工

事
や
周
辺
整
備
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
架
化
の
効
果
と
し
て
、①
駅
の
南
北
を
繋

ぐ
新
た
な
環
状
線
が
で
き
利
便
性
・
安
全
性
が

向
上
す
る
、②
周
辺
道
路
の
混
雑
を
緩
和
で
き

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、そ
れ
に
伴
い
産
業

振
興
や
人
口
集
積
な
ど
の
長
期
的
な
効
果
も

期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
現
状
や
今
後
の
イ
メ
ー

ジ
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

祝
15
周
年
！「
２
０
１
６
に
い
が
た
総
お
ど
り
」

９
月
17
～
19
日
に
開
催
決
定
！

　

新
潟
総
踊
り
祭
実
行
委
員
会
（
会
長
：
福

田
勝
之
会
頭
）
は
、９
月
17
日
（
プ
レ
開
催
）・

18
日
・
19
日
の
３
日
間
に
わ
た
り「
２
０
１
６

に
い
が
た
総
お
ど
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

15
周
年
を
迎
え
る
今
年
の
総
お
ど
り
祭

は
、
国
内
外
合
わ
せ
て
２
５
０
団
体
が
参
加

し
、
万
代
シ
テ
イ
を
は
じ
め
、
古
町
商
店
街

等
各
会
場
で
多
彩
な
踊
り
を
披
露
す
る
ほ

か
、メ
イ
ン
会
場
と
な
る
万
代
シ
テ
イ
で
は
、

15
周
年
記
念
ソ
ン
グ
の
披
露
や
、
世
界
の

ビ
ー
ル
と
料
理
ブ
ー
ス
等
の
屋
台
が
出
店
し

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
は
、
パ
ワ
ー
溢
れ
る

総
お
ど
り
会
場
へ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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